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永住者＋日配＋定住者＝実質的な「移民」
47.5%＋8.7%＋8.6% ＝６５％
浜松市の外国人登録者数の推移（各年３月末現在）
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2008年後半の
リーマンショック
以降、急減！
とくに
ブラジル人が
大幅に減少
ニューカマー移住第２世代の若者たち
◇ 高校・大学進学も確実に増加
◇ 地域活動の担い手としても台頭
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はままつグローバルフェアより
2013年2月10日（日）＠クリエート浜松
同じ境遇の子を
支えたい！
HICE（浜松国際交流協会のサイトで動画閲覧可能
http://www.hi-hice.jp/j_report.php
日本の学校で学ぶ上での課題
• 子どもたち
–国境を越えた移動
–異なる文化・生活環境
–将来の不確実さ、不安
• 保護者
–仕事に忙しく子どもと向き合う時間が不足
–日本の教育制度についての理解不足
–言葉の壁
母語でのサポートや
カウンセリング
一人ひとりの状況把握
居場所作り・心のケア
翻訳資料、面談、家庭訪問
きめ細かな情報提供
ブラジル人児童向け入学ガイダンス絵本
（作：金城ジゼレ、生産造形学科2012年度卒業制作）
「浜松における日本の学校」表紙 目次
給食に関連する言葉の説明
• ブラジル人児童向け
• 入学ガイダンス絵本
• 日本語／ポルトガル語の
バイリンガル絵本
• 自分の経験をもとに取材
給食の準備
日本の小学校が
楽しみになるように！
多文化子ども教育フォーラム
第1回フォーラムの様子 第5回 教育支援策をめぐって
当事者学生が物申す（6月22日）
静岡新聞
2012年6月3日付け
ニューカマー移住第２世代の若者たち
◇ 高校・大学進学も確実に増加
◇ 地域活動の担い手としても台頭
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文化・芸術研究センター長特別研究
「多文化環境に生きる子どもの教育達成支援策をめぐる研究」
（研究代表：池上重弘、他４名、計５名の教員）
絵本 学校ヒアリング
（教員チーム）
家庭ヒアリング
（ブラジル人学生）
６月 出版
準備
７月 出版
８月
９月 配布
活用
１０月 学校訪問・
家庭訪問調整
１１月 家庭訪問
ヒアリング
１２月
ブラジル人卒業生が作った
バイリンガルＵＤ絵本を、
ブラジル人の在校生たちが、
ブラジル人の小学生に
想いのバトンとして届ける！
ＵＤ絵本を持った
ロールモデルの
デリバリー
